
天までとどけペットボトルロケット大作戦  
 

              宇城市立不知火小学校 ４年 浦本 龍磨・古川 隆希  
１ 研究の動機 

理科の授業の「とじこめた空気や水」の実験がとても楽しかった。そこで、水と空気の性質をう

まく利用して天までとどくようなペットボトルロケットを作ってみたいと思いました。 
２ 研究の方法（全て３回測り平均で比べる） 

(1) 発射角度を変える。発射角度を変えて飛ばしてみて、どの角度が１番遠くへ飛ぶか調べる。 

(2) ロケットの長さを変える。小・中・大・特大でどの長さの時が１番遠くへ飛ぶか調べる。  

(3) 水の量を変える。実験(2)のそれぞれの長さに対して。水の量を１００㏄、２００㏄・・・と

変えていき、水が多い時と少ない時でどれぐらいの時が１番遠くへ飛ぶか調べる。 

じゅんび物                     ○実験場所 不知火町民グランド 

 
○ロケット４種類(５００㏄ボトル１本＝小、２本＝中、３本＝大、１．５L ボトル２本＝特大) 

○発射台 ○先生用の特大分度器 ○１００m 用メジャー ○空気入れ 
３ 予想  

(1) 発射角度・・少しでも上に向けた方が飛ぶと思うから８０度の角度が１番遠くへ飛ぶと思う。 

(2) 長さ・・（龍磨）軽い方が飛びやすいから、小型ロケットが１番遠くへ飛ぶと思う。 

           （隆希）水も空気も多くなるので、特大ロケットが１番遠くへ飛ぶと思う。 

(3) 水の量・・水と空気の性質を利用するので、水も空気も同じくらいが１番遠くへ飛ぶと思う。 

４ 研究の結果 

実験(1)発射角度 
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５ 研究のまとめ 

最初に実験した(1)８０度の角度が１番よく飛ぶと予想したが、６０度が１番よく飛ぶことがわ

かった。予想は外れたがペットボトルロケットのひみつが１つわかった。(2)長さを変えた実験で

は、２人が予想したが小型ロケットでも大型ロケットでもなく中型ロケットが１番よく飛んだ。

実験(3)水の量を変えた実験では、あまり水が少ないと高くは上がるけど飛行時間が短いのでいき

おいがなくなって早く落ちた。しかし水の量が半分をこえると空気の量が少なくなりロケットも

重くなって早く落ちた。全部水を入れると空気が入らずまったく飛ばなかった。だから、ペット

ボトルの３分の１ぐらい水を入れた方がよく飛ぶというひみつがわかった。 

実験(2)ロケットの長さと実験(3)水の量 ※実験(1) 全て一番よく飛んだので６０°で飛ばす。 
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